
観
光
の
力
で
食
料
自
給
率
向
上
へ

名
産
を
目
指
す
幻
の
エ
ビ

かめや惠庵

こ
だ
わ
る
地
元
湖
魚

％

びわ湖鮎家の郷

訳
あ
り
商
品
も
有
効
活
用

今村食品工業

観光庁　外客数集計は従来通り
乗務員は算入しません

基
準
は
国
ご
と
に
異
な
る

広
島
の
旅
を
ア
ピ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
西
と
市
、県
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

経営者保証ガイドライン　その６

渋谷で物産展
ミスがＰＲ

福島県三
重
県
が
観
光
Ｐ
Ｒ

東
京
で
交
流
会
開
催

Ｂ
Ｔ
Ｍ
事
業
で

Ｏ
Ｓ
Ｋ
と
連
携

じ
ゃ
ら
ん

東
北

軒
が

ア
ワ
ー
ド
受
賞

楽
天
ト
ラ
ベ
ル

年間万人を集客する観光施設になった
「びわ湖鮎家の郷」

熊本県荒尾市特産のナシをふんだんに使った
甘みのある「なしカレー」

県や漁協などが地域ブランド化を目指す
「本えび」（戸田漁業協同組合提供）

　
「
和
食
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

な
ど
で
注
目
を
集
め
る
「
日
本
の
食
」
。
国
と

観
光
関
連
企
業
・
団
体
は
、
食
料
自
給
率
向
上

に
向
け
国
産
の
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
目

指
し
、
食
と
観
光
の
分
野
が
連
携
し
て
地
元
の

食
材
を
活
用
し
た
食
品
を
旅
行
客
に
積
極
的
に

食
べ
て
も
ら
う
事
業「
日
本
の
食
で
お
も
て
な

し
事
業
」を
推
進
し
て
い
る
。本
紙
で
は
２
回
に

わ
た
り
、取
り
組
み
に
注
力
し
て
い
る
企
業（
宿

泊
・
飲
食
・
生
産
の
３
分
野
）を
紹
介
す
る
。

　
か
つ
て「
炭
鉱
の
街
」と
し

て
栄
え
た
福
岡
県
大
牟
田

市
。こ
の
地
で
１
９
１
８（
大

正
７
）年
に
創
業
し
た
今
村

食
品
工
業
は
、
有
明
海
で
と

れ
た
タ
イ
ラ
ギ
を
使
っ
た
貝

柱
の
粕
漬
け
「
四
ッ
山
漬
」

や
お
茶
漬
け
を
主
力
商
品
と

す
る
老
舗
食
品
会
社
だ
。

　
粕
漬
け
だ
け
で
は
な
く
、

地
元
農
産
物
の
お
い
し
さ
も

広
め
た
い
と
前
か
ら
考
え
て

い
た
今
村
公
彦
社
長
は
、
４

年
前
に
農
産
物
の
生
産
に
も

乗
り
出
し
、
関
連
会
社
を
通

じ
て
農
業
分
野
に
参
入
。
熊

本
県
内
で
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス

６
棟
と
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
す

る
８
棟
で
生
産
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
生
産
品
の
中
に

は
、
味
や
安
全
面
で
問
題
は

な
い
も
の
の
、
形
が
不
ぞ
ろ

い
だ
っ
た
り
軽
い
傷
が
入
っ

た
り
し
て
商
品
価
値
が
下
が

る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
よ
う
な
品
物
は
こ
れ
ま

で
、
安
値
販
売
す
る
し
か
な

か
っ
た
。
こ
の
状
況
に
心
を

痛
め
た
今
村
社
長
は
、
何
と

か
有
効
利
用
で
き
な
い
か
と

考
え
、
さ
ら
に
、
地
域
の
名

物
に
し
よ
う
と
、
カ
レ
ー
の

原
料
に
利
用
す
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た
。
２
年
前
に
開
発

に
着
手
し
、
今
で
は
「
と
ま

と
カ
レ
ー
」
「
き
の
こ
カ
レ

ー
」
「
な
し
カ
レ
ー
」
な
ど

月
間
１
万
食
を
生
産
し
、
九

州
の
各
空
港
や
駅
、
高
速
道

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で

販
売
、
観
光
客
ら
の
人
気
を

集
め
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン

と
協
力
し
て
地
域
特
産
品
の

食
材
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
に
も
携
わ
る
。
今
村

社
長
は
「
地
元
の
食
材
を
利

用
し
、
新
し
い
食
文
化
を
つ

く
り
た
い
。
観
光
客
に
も
食

べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
観
光

の
分
野
で
も
貢
献
し
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

　
伊
豆
半
島
西
岸
の
沖
合
で

と
れ
る
本
え
び
（
正
式
名
＝

ヒ
ゲ
ナ
ガ
エ
ビ
）
。
静
岡
県

沼
津
市
の
戸へ

田だ

地
区
な
ど
一

部
の
地
域
で
し
か
食
べ
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
県
が
昨

年
「
し
ず
お
か
食
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
に
認
定
し
、
ブ
ラ
ン

ド
化
に
乗
り
出
し
た
。
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
依
頼
さ

れ
た
の
が
、
伊
豆
の
国
市
の

旅
館
「
か
め
や
惠え

庵あ
ん

」
料
理

長
で
「
ふ
じ
の
く
に
食
の
都

づ
く
り
仕
事
人
」
の
一
人
で

も
あ
る
佐
藤
義
仁
さ
ん
だ
。

　
本
え
び
は
、
甘
味
が
強
く

濃
厚
で
香
り
も
高
く
、
ブ
ラ

ン
ド
化
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
一
方
、
狭
い
海
域
の

深
海
で
し
か
取
れ
ず
、
鮮
度

が
落
ち
て
頭
や
殻
が
黒
く
な

る
の
も
早
い
た
め
、
県
内
で

も
戸
田
周
辺
以
外
で
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
県

と
戸
田
漁
協
は
本
え
び
の
可

能
性
に
着
目
、
戸
田
に
近
い

伊
豆
長
岡
温
泉
の
名
物
に
し

よ
う
と
、
佐
藤
料
理
長
に
メ

ニ
ュ
ー
開
発
を
依
頼
し
た
。

　
佐
藤
料
理
長
は
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
お
吸
い
物
や
昆
布

で
し
め
た
お
造
り
、
焼
き
物

を
造
り
上
げ
た
。
昨
年

月

に
は
関
係
者
を
集
め
て
試
食

会
を
開
き
、
好
評
を
得
た
。

　
佐
藤
料
理
長
は
「
調
理
法

を
開
発
す
る
こ
と
は
、
本
え

び
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う

第
一
歩
。
戸
田
に
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
食
材
が
あ
る

こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

　
扱
い
の
難
し
さ
か
ら
、
さ

ら
な
る
調
理
法
の
研
究
が
必

要
と
い
う
が
、将
来
的
に
は
、

伊
豆
の
各
旅
館
の
名
物
に
す

る
と
と
も
に
「
お
土
産
品
」

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
県
や
地
元
関
係
者
の
間

で
は
「
静
岡
名
産
の
一
つ
に

育
て
上
げ
よ
う
」
と
夢
は
広

が
っ
て
い
る
。

　
琵
琶
湖
東
岸
に
位
置
す
る

「
び
わ
湖
鮎
家
の
郷
」
（
滋

賀
県
野
洲
市
）
。
琵
琶
湖
で

と
れ
る
ア
ユ
を
使
っ
た
昆
布

巻
き
で
知
ら
れ
る
老
舗
食
品

メ
ー
カ
ー
、
鮎
家
が
経
営
す

る
観
光
施
設
だ
。

　
１
９
９
０
年
代
、
多
く
の

観
光
施
設
が
立
地
し
て
い
た

琵
琶
湖
西
岸
に
対
し
、
東
岸

は
水
田
ば
か
り
。
鮎
家
の
郷

は
、
県
の
観
光
振
興
事
業

「
び
わ
湖
リ
ゾ
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
構
想
」
民
間
第
１
号
の

認
定
を
受
け
て
１
９
９
５
年

５
月
に
こ
の
地
に
オ
ー
プ

ン
。
琵
琶
湖
観
光
の
立
地
の

良
さ
だ
け
で
は
な
く
、
近
江

八
幡
や
彦
根
城
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
よ
く
、
年
間

万
人
を

集
客
す
る
観
光
施
設
に
成
長

し
た
。

　
施
設
内
に
は
、
ア
ユ
を
使

っ
た
昆
布
巻
き
な
ど
同
社
の

主
力
商
品
を
中
心
と
し
た
物

販
エ
リ
ア
の
ほ
か
、
団
体
客

・
個
人
客
・
地
元
客
向
け
の

３
種
類
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備

え
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、

琵
琶
湖
産
の
湖
魚
を
メ
ー
ン

食
材
と
し
た
各
種
メ
ニ
ュ
ー

が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
同
社
は
地
元
の
一
部
の
漁

協
に
加
盟
し
、
仲
買
の
資
格

を
持
っ
て
お
り
、
漁
師
か
ら

直
接
、
魚
を
仕
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
商
品
や
メ
ニ
ュ

ー
に
使
う
魚
は
地
元
産
１
０

０
％
だ
。
買
い
付
け
量
は
大

量
の
た
め
、
魚
価
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
同
社
の
業

績
向
上
は
、
湖
魚
の
消
費
量

増
を
も
た
ら
し
、
地
元
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

　
同
社
で
は
、
地
域
へ
の
感

謝
の
一
環
と
し
て
、
琵
琶
湖

岸
で
の
清
掃
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
鮎
家
の
桒く

わ

野の

伊
作
常
務
は
「
私
た
ち
は
琵

琶
湖
の
恵
み
を
受
け
て
生
き

て
い
る
。
琵
琶
湖
へ
の
感
謝

の
つ
も
り
で
地
域
貢
献
を
果

た
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
■
「
日
本
の

食
で
お
も
て
な

し
」
プ
レ
ゼ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン　
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
に
、
対
象
の
全
国

約
４
０
０
カ
所
の
宿
泊
施
設

や
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
た

人
の
中
か
ら
抽
選
で
、
地
域

自
慢
の
お
土
産
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
応
募
期
間
の
第
一
期
は

３
月
３
日
で
終
了
し
て
い
る

が
、
第
二
期
と
し
て
３
月


日
か
ら
５
月

日
ま
で
応
募

を
受
け
付
け
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
「
日
本

の
食
で
お
も
て
な
し
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局
☎
０
３
（
５
２
３
２
）
０

７
８
５
。

◇

　
事
業
全
体
の
問
い
合
わ
せ

先
は
「
日
本
の
食
で
お
も
て

な
し
デ
ス
ク
」
☎
０
３
（
６

７
３
７
）
９
２
７
３
、
ま
た

は
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な

し
」
で
検
索
。

〈〉

青木　康弘

　
前
回
に
引
き
続
き
「
経
営
者

保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
お
よ

び
後
継
者
の
保
証
責
任
が
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

経
営
者
自
ら
が
金
融
問
題
に
関

す
る
知
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

保
証
債
務
と
い
う
潜
在
的
な
リ

ス
ク
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
経
営

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て

保
証
人
の
手
元
に
残
す
こ
と
が

で
き
る
財
産
も
拡
大
さ
れ
た
。

前
提
と
な
る
の
が
、
「
保
証
人

の
資
力
に
関
す
る
情
報
を
誠
実

に
開
示
し
、
開
示
し
た
情
報
の

内
容
の
正
確
性
に
つ
い
て
表
明

保
証
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援

専
門
家
は
、
対
象
債
権
者
か
ら

の
求
め
に
応
じ
て
、
当
該
表
明

保
証
の
適
正
性
に
つ
い
て
の
確

認
を
行
い
、
対
象
債
権
者
に
報

告
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　
悪
意
の
あ
る
資
産
隠
し
や
法

的
整
理
・
私
的
整
理
直
前
で
の

資
産
処
分
、
親
族
へ
の
譲
渡
な

ど
が
発
覚
す
る
と
、
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
適
用
外
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
注
意
し
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
再
生
実
務
で

は
、
保
証
人
が
手
元
に
残
す
こ

と
が
で
き
る
財
産
は
極
め
て
少

な
か
っ
た
。
破
産
手
続
き
に
お

け
る
自
由
財
産
の
考
え
方
が
根

底
に
あ
り
、

万
円
以
下
の
現

金
や
家
財
道
具
・
電
化
製
品
、

一
定
以
下
の
退
職
金
、
賃
貸
敷

金
債
権
、
電
話
加
入
権
な
ど
し

か
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者

が
自
己
破
産
す
る
と
親
戚
や
ス

ポ
ン
サ
ー
な
ど
の
助
け
が
な
い

限
り
再
起
す
る
の
が
極
め
て
難

し
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
い
く

ら
ま
で
財
産
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
「
標
準
的
な
世
帯
の
必

要
生
計
費
と
し
て
民
事
執
行
法

施
行
令
で
定
め
る
額
（

万

円
）
」
を
「
雇
用
保
険
の
給
付

期
間
（

～
３
３
０
日
）
」
に

相
当
す
る
額
に
つ
い
て
保
有
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の

で
、
自
由
財
産

万
円
と
あ
わ

せ
て
最
大
約
４
６
０
万
円
ま
で

手
元
に
残
す
こ
と
が
可
能
だ

（
残
せ
る
額
は
保
証
人
の
年
齢

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
）
。

　
ま
た
、「
華
美
で
な
い
自
宅
」

も
残
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

が
、
時
価
い
く
ら
ま
で
な
ら
ば

認
め
ら
れ
る
の
か
定
義
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
旅
館
・

ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
れ
ば

広
大
な
自
宅
を
保
有
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
築
年
数
が

経
過
し
て
い
れ
ば
時
価
は
思
っ

た
よ
り
も
安
い
。
感
覚
で
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
不
動
産
鑑

定
評
価
な
ど
を
取
得
し
、
実
勢

価
格
か
ら
判
断
し
た
い
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）

（５） 第２７４２号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）３月８日（土曜日）

　
外
国
人
ク
ル
ー
は
含
め
ま

せ
ん
―
。
政
府
の
政
策
指
標

で
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
か
ら
毎
月
発
表
さ
れ

て
い
る
訪
日
外
客
数
（
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
）
に
は
、

航
空
機
や
船
舶
の
外
国
人
乗

務
員
の
上
陸
数
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
今
後
は
算
入
し
て

集
計
す
る
と
の
報
道
が
一
部

で
あ
っ
た
が
、
観
光
庁
は
従

来
通
り
算
入
し
な
い
方
針
。

た
だ
、
海
外
に
は
算
入
し
て

い
る
国
・
地
域
が
あ
り
、
国

際
間
の
比
較
に
は
考
慮
が
必

要
と
指
摘
す
る
。

　
訪
日
外
客
数
は
、
法
務
省

が
集
計
し
た
入
国
者
数
か

ら
、
日
本
を
主
な
居
住
国
と

す
る
永
住
者
な
ど
を
除
き
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
な
ど
の
一
時

上
陸
客
を
加
え
た
人
数
。
駐

在
員
や
そ
の
家
族
、
留
学
生

の
入
国
、
再
入
国
は
含
ま
れ

る
が
、
乗
務
員
の
上
陸
数
は

算
入
し
て
い
な
い
。

　
訪
日
外
客
数
の
集
計
手
法

に
関
し
て
は
、
２
月

日
に

開
か
れ
た
国
土
交
通
省
の
交

通
政
策
審
議
会
観
光
分
科
会

の
中
で
観
光
庁
が
説
明
し
た

と
い
う
。
観
光
庁
国
際
観
光

課
外
客
誘
致
室
の
多
田
浩
人

室
長
は
「
集
計
手
法
に
つ
い

て
説
明
し
た
が
、
訪
日
外
客

数
に
外
国
人
乗
務
員
を
算
入

す
る
予
定
は
な
い
」
と
し
て

い
る
。

　
集
計
基
準
は
国
・
地
域
ご

と
に
対
応
が
異
な
る
。
観
光

庁
に
よ
る
と
、
乗
務
員
の
上

陸
数
を
算
入
し
て
い
る
国
・

地
域
は
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ

ン
、ド
イ
ツ
、韓
国
、台
湾
、

中
国
な
ど
。
算
入
し
て
い
な

い
国
は
、
米
国
、
英
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
。

　
国
・
地
域
間
で
比
較
す
る

外
国
人
旅
行
者
数
ラ
ン
キ
ン

グ
な
ど
に
は
、
異
な
る
集
計

基
準
の
数
値
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
観
光
庁
で

も
国
際
間
の
比
較
の
た
め

に
、
乗
務
員
数
を
併
記
す
る

こ
と
な
ど
に
は
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
日
本
に
上
陸
す
る
外
国
人

乗
務
員
は
、
旅
客
輸
送
、
貨

物
輸
送
を
合
わ
せ
て
年
間
ほ

ぼ
２
０
０
万
人
。
２
０
１
２

年
は
約
２
０
６
万
４
千
人
だ

っ
た
。

広
島
・
宮
島
・
呉
・
江
田
島

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ロ
ゴ

　
三
重
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
推
進
協
議
会
は
こ
の
ほ

ど
、
旅
行
会
社
な
ど
に
観
光

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
三
重
県

観
光
交
流
会
を
東
京
都
内
で

開
い
た
。
県
内
の
自
治
体
や

観
光
事
業
者
な
ど

団
体
が

ブ
ー
ス
を
出
展
、
来
場
者
数

は
３
４
３
人
だ
っ
た
。

　
鈴
木
英
敬
知
事
＝
写
真
＝

は
「
昨
年
は
伊
勢
神
宮
の
式

年
遷
宮
の
効
果
で
１
４
２
０

万
人
の
参
拝
客
が
訪
れ
た
。

今
年
も
『
お
か
げ
年
』
で
、

多
く
の
参
拝
客
が
お
越
し
に

な
る
」
と
話
し
た
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
は
、
法
人
向
け
国
内
宿

泊
予
約
サ
ー
ビ
ス
「
じ
ゃ
ら

ん
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
」
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

の
Ｏ
Ｓ
Ｋ
が
提
供
す
る
出
張

・
旅
費
申
請
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

と
連
携
さ
せ
、
３
月

日
か

ら
Ｏ
Ｓ
Ｋ
の
販
売
パ
ー
ト
ナ

ー
を
通
じ
て
発
売
す
る
。

　
じ
ゃ
ら
ん
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
は
約
３
０
０
企
業

が
利
用
す
る
リ
ク
ル
ー
ト
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
Ｂ
Ｔ
Ｍ

（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ラ
ベ
ル
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
事
業
。
Ｏ

Ｓ
Ｋ
と
の
連
携
で
拡
大
を
図

る
。

　
Ｏ
Ｓ
Ｋ
が
提
携
す
る
「
ｅ

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
　
Ｎ
Ｓ
　
２
ｎ

ｄ
　
Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
シ
リ

ー
ズ
」の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
は
、

出
張
前
後
の
申
請
や
承
認
、

精
算
を
簡
単
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
製
品
。
同
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
と
じ
ゃ
ら
ん
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
国
内
出
張
時
の
社

員
の
宿
泊
予
約
手
段
を
統
一

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
宿
泊
予
約
の
デ
ー
タ
を
旅

費
申
請
時
に
取
り
込
む
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
精
算
業
務

が
効
率
化
で
き
る
。
ま
た
国

内
出
張
で
の
予
約
、
宿
泊
デ

ー
タ
の
集
計
、
分
析
が
容
易

に
な
り
、
部
署
ご
と
に
実
績

を
把
握
し
、
不
正
出
張
も
監

視
で
き
る
。

　
福
島
県
は
２
月

日
か
ら

３
月
４
日
ま
で
、
東
京
・
渋

谷
の
東
急
東
横
店
で
「
福
島

物
産
展
」
を
開
い
た
。
２
月


日
に
は
県
観
光
物
産
交
流

協
会
の
吉
田
謙
一
・
販
売
促

進
課
長
と
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
の
渡
部
沙

也
加
さ
ん
＝
写
真
＝
が
東
京

・
池
之
端
の
観
光
経
済
新
聞

社
を
訪
れ
、
同
展
の
内
容
な

ど
を
説
明
し
た
。

　
物
産
展
は

回
目
。
約


店
が
出
展
。地
元
の
人
気
店
、

一
平
の
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、

昨
年
の
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

で
１
位
に
選
ば
れ
た
「
な
み

え
焼
き
そ
ば
」
、
会
津
伝
承

の
ソ
ー
ス
カ
ツ
弁
当
な
ど
に

加
え
、
「
小
池
菓
子
舗
の
桜

あ
わ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
実
演
販

売
は
珍
し
く
、
ぜ
ひ
お
買
い

求
め
下
さ
い
」と
渡
部
さ
ん
。

　
会
期
中
、
お
楽
し
み
抽
選

会
や
渡
部
さ
ん
に
よ
る
桜
の

枝
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ

り
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八

重
の
桜
」
の
放
送
終
了
で
、

観
光
客
の
落
ち
込
み
が
心
配

さ
れ
て
い
る
が
、
「
い
ま
の

と
こ
ろ
、
大
き
な
反
動
は
出

て
い
な
い
」
と
吉
田
課
長
は

力
を
込
め
た
。

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は
２
月


日
、
顕
著
な
宿
泊
実
績
を
上

げ
た
施
設
と
利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
評
価
が
高
か
っ
た
施

設
を
表
彰
す
る
「
楽
天
ト
ラ

ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
３
」

で
東
北
地
区
の
受
賞
施
設


軒
を
発
表
し
た
。

　
受
賞
し
た
宿
泊
施
設
は
次

の
通
り
。

　【
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
】

金
賞
＝
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ホ
テ

ル
仙
台
西
口
▽
銀
賞
＝
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
ホ
テ
ル
仙
台
東
口

▽
敢
闘
賞
＝
リ
ッ
チ
モ
ン
ド

ホ
テ
ル
秋
田
駅
前
、
リ
ッ
チ

モ
ン
ド
ホ
テ
ル
山
形
駅
前
、

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
仙

台
、
ホ
テ
ル
エ
ー
ス
盛
岡
、

ベ
ス
ト
ウ
ェ
ス
タ
ン
米
沢
▽

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
大
賞
＝

ハ
イ
パ
ー
ホ
テ
ル
ズ
パ
サ
ー

ジ
ュ

　
【
レ
ジ
ャ
ー
部
門
】
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
賞
＝
秋
保
温
泉
ホ

テ
ル
瑞
鳳
▽
金
賞
＝
花
巻
温

泉
郷
鉛
温
泉
藤
三
旅
館
▽
銀

賞
＝
に
ご
り
湯
の
宿
湯
守
木

村
屋
▽
敢
闘
賞
＝
蔵
王
温
泉

お
お
み
や
旅
館
、
モ
ル
デ
ン

の
湯
ラ
ピ
ス
タ
安
比
高
原
、

台
温
泉
や
ま
ゆ
り
の
宿
、
磐

梯
熱
海
温
泉
湯
の
や
ど
楽

山
、
会
津
東
山
温
泉
く
つ
ろ

ぎ
宿
千
代
滝
▽
お
客
様
ア
ン

ケ
ー
ト
大
賞
＝
ペ
ン
シ
ョ
ン

プ
チ
ポ
ワ

　
【
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門
】
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
＝
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
ホ
テ
ル
プ
レ
ミ
ア
仙
台

駅
前
▽
金
賞
＝
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
ア
ネ
ッ
ク
ス
横
手
▽
銀
賞

＝
花
巻
温
泉
郷
新
鉛
温
泉
結

び
の
宿
愛
隣
館
▽
敢
闘
賞
＝

会
津
東
山
温
泉
御
宿
東
鳳
、

福
島
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
函
館
、

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
ィ
イ
ン
仙

台
、
蔵
王
温
泉
蔵
王
国
際
ホ

テ
ル
、
秋
保
温
泉
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
水
戸
屋
▽
お
客
様
ア
ン

ケ
ー
ト
大
賞
＝
時
音
の
宿
湯

主
一
條

　
【
リ
ト
ル
ス
タ
ー
賞
】
青

根
温
泉
岡
崎
旅
館

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
広
島
市
、

広
島
県
呉
市
、
廿
日
市
市
、

江
田
島
市
、
広
島
県
観
光
連

盟
、
広
島
県
は
４
月
１
日
か

ら
６
月

日
ま
で
、
「
の
ん

び
り
島
し
よ
う
！
ひ
ろ
し
ま

旅
『
広
島
・
宮
島
・
呉
・
江

田
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
」
を

展
開
す
る
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

は
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
広
島

県
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
素
材
を
生
か

し
て
、
瀬
戸
内
の
イ
ベ
ン
ト

と
も
連
動
し
、
４
市
の
Ｐ
Ｒ

を
展
開
。
瀬
戸
内
海
の
魅
力

を
味
わ
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ク

ル
ー
ズ
の
運
航
や
広
島
の
神

楽
の
上
演
、
広
島
市
内
定
期

観
光
バ
ス
「
め
い
ぷ
る
ス
カ

イ
」
（
２
階
建
て
オ
ー
プ
ン

バ
ス
）の
運
行
を
予
定
す
る
。

　
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
「
瀬
戸

内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」
も

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
島
、
広
島
、
呉
、
江
田

島
、
似
島
を
結
ぶ
定
期
便
が

２
日
間
乗
り
放
題
に
な
る
切

符
「
広
島
湾
宝
し
ま
フ
リ
ー

乗
船
２
日
券
」
も
発
売
。
広

島
や
宮
島
、
呉
な
ど
の
船
に

よ
る
移
動
と
観
光
に
便
利

だ
。
販
売
期
間
は
４
月
１
日

～

月

日
（
設
定
除
外
日

５
月
２
～
６
日
、
８
月
９
～


日
）
。
料
金
は
大
人
３
５

０
０
円
、小
人
１
７
５
０
円
。

　
４
月
５
日
、
６
日
に
は
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
大
阪
市
の

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ

「
時
空
の
広
場
」
で
開
催
さ

れ
る
。


